
計画書

石垣都市計画景観地区の決定(石垣市決定〉

都市計画川平地域景観地区を次のように決定する。

名 1ホ

位 L旦V屯

而 積

良 |畏観地区の目標

好

な

景

川平地主実京観地区

百煩市:名川lJLの全部

約 L.850ha

{j~亙市風景計l向(平成 19 年 4 JJ 25日告示第64号)に規定する方針故びに f)lJiJL地域畏観

づくり方針J(風景づくり推進事業)に従い、良好な自然環境や優れた風景などの風殺を活か

した魅力機れる自然風畏.農村胤呆を形成することを門的として当該景観地灰を定める。

観 l 畏観地区の区域 1:本地区は、変化に富んだ湾・岬・イノー・浜・河口・山並みが一体となって織りなす風光明

形

成

の

た|景観地区の

め l畏観形成の

の|方

方

針

針

景観形成の

ための

行為の制限

婦な白然l乙恵まれている。御掠・拝所が集積し古くからの中心集落である川半伝統集落と戦

後移民集泌の台j京・大紫、近年集様化が見られる山!京、さらには川平七.崎リゾート域から成

り立っている地域である河

(1) )IJ平湾に代表される海・ 111・}11・岬等の白然景観を引き出す風景づくり

(2)歴史文化や集落構造、地形、スケール感等に配慮しながら、美しい集絡京ー観・沿道法

観に配慮した風景づくり

(3 )可能な限り石屋らしい伝統的な赤瓦{主宅による町並み風景づくり

(4)亜熱病自然環境や111並みや海への眺望を活かした風景づくり

( L )建築物の高さに関すること

(2 )建築物の形態志匠(形状、材料、ぷ匠)に関すること

①屋根・外壁

②付属施設

③外線

ア垣、櫛等

イ緑地等

ウ 建築物の敷地の地盤面の造成に閲すること

④色彩

(3)壁面の位向に関すること

(4) 仁作物の高さ・形態意匠その也必要な事項

(5)掬発行為に関する次の事項

①切十.・肩書士による造成の高さ

②開発医域内に設ける緑地(公共空地)の割合

③開発区域内に設ける宅地の最低両稿

※上記 (2)③ア、 (4)及び (5)の具体的内符については条例により定める

※その他必要な事項は景親計画に準ずるものとする



川平地域景観地区における制限内容

地区の名称

地区の位置

地区の区域

地区の雨積

建 築 物 0) 

形態意匠の

制 限

建築物の

高 さ

関する制限

(最高の高さ)

壁 面 の

{支置の制|製

(主原)

川平地域禁鋭地区

石垣市字JIIτJ7.の全部

以l添区域図のとおりとすと5

約 1，Hi'iOha 

(1)建築物の屋被は、I.IJ能な限り省線造り 4寸から 5寸の勾配屋桜とし、神縄県産赤瓦(雄・

雌)を使用し、白漆喰により主主り岡めるごととする。

(2)建築物の外取ーの色彩は.周辺になじむ色相とし、彩度2以下、明度氏以上の範囲とし、

，E匠的にアクセントとして上記以外の明度の色を組み合わせてj日いる場合は、そのiHi

の凶積の 1/10以内とする。尚、木材、 4ゐ3

しを採用する場合は 1:記の限ηではないものとする。

(;ヲ)建築設備は表両に露出させず遮蔽等のfit琶を施すこととするが、やむを得ず露出する

場合は、建築物と外壁と(.;1色の塗装を施し、目立たないよう配慮すること。また、貯

水槽は高架にしないこと。

(4 )敷地内に主主築する主屋以外の建物の高さは、 1で.昆の軒の高さ以下とするω

(5)建築物の敷地の地面に高低差がある場合は、主主築物が周囲の地面と侵する伶需の半長J

の高さとする。

(6)地灰内に建築する主主築物の数地の4証効空間は.向己居住用の場合50%以上、自己業

ffl用及び自己用外の場合60%以上を確保するものとする。

山原地区

7m以下

川平I地区

7m以下ーとする。ただし、屋根の形状

を寄線造り 4、jーから5、jーの勾配屋根と

し、沖縄県産赤瓦(縫・雌)を伺い、

白漆IIJIで塗り固める場合に限り、軒高

7m以下とする

( 1 )主たる前面道路側から 5m以 I~ーの後退w:織を設ける

(2)上記以外の放地境界線から、 2m以上の後退距離を設

ける

(3) ただし‘既存の上地の内、間円 8m~10m友病のもの

は主たる前面道路境界までの距離4. OmRI'，、敷地境

界線までの距縫L 5m以上、間口3m未満のものはt

たる前面道路3，Om以上、敷地続界までの距離し O

m以上とする。

川平E地区

10m以下

( 1 )主たる前面道路側は

~m以 I~の後退距維

を設ける

( 2 )上記以外の敷地境界

から 1. 5m 以上の

後退距離を設ける

( 3 )ただし、 1'.記後退距

離を{確保することが

凶難な場合は、公共

241聞から容易に眺め

ることができる場所

において可能な限り

後退距離を設ける

(付属施設) I道路境界から 1. 5m以上の後退距離を設ける 道路境界からO. 5m以上

の後退距離を設ける
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0当該景縄地区I};Jにおける工作物、開発行為及びt地の形質の変更等に関するととで、当該

地区におけるまちゴぐり計画である r}11半地域景観づくり方針」の実現のために必要な事

項については、 ZIJに条例を定めこれを行うこととする。

0この計l曾i蓄に記載している以下のJlJ語の定義は次のとおりとする。

-沖縄県産赤瓦(雄・雌)・・.uf能なかぎり県芦品とし在米の赤瓦J:k.びS五をいう

-寄棟造り・・・三角形の尾根と台形の屋線を組み合わせた織造とするが、建築物の関係

t屋桜が復合的な形状になる場合においては、 4方向を基本としていれ

ばuJとする

-山原地Fて・・・大字川平小字山原のすべて

・川平Jj並区・・・ 6垣市風景計画の基本胤畏域の自然風景域及び農村j孔畏域の農用地地

l孟をいう

・JII半E地区・・・石埼市風景計画の基本風景域の農村風景域の集落地灰をいう

・主たる前面道路・・・申請者が指定する前両道路とする

・白漆喰主主り・・・「白漆喰Jは瓦のつなぎ目すべてに施す乙とをいう

・有効空間・・・植栽や芝張り、花撞や菜園などのガーデニング、その他修景された空間




